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中学生の頃はシビアで一日一日を精一杯生きていました。自分が親になり、子供
が中学生位になったら、少しでも理解できるようになりたいです。
まだ先のことだけれど・・・。
他の人の中学時代を聞いて、育ってきた環境が結構性格に反映されていると思い
ました。

今日の授業で自分史
を書く目的を理解でき
た。
自分を振り返ってみて、
一貫性を発見し将来
に役立てていくことで
ある。

中学時代の出来事は、多く思い出すことができました。
私の中学時代は、１つの物事に熱中する時代でもありました。又、
私はあらゆる物事に出来る限りまじめに一生懸命取り組んでいた
と思います。
人物記念館の資料を見て、私は資料に掲載されている人物の出来
事を呼んで、感銘を受けました。
彼らの出来事の中には、私以上に困難な出来事がたくさんあった
と思います。

今日先生の生き方を聞いて、自分のや
りたいことを通しててすばらしいと思っ
た。
私は、今までの人生、時代や周りの人
に流されてきた。
それが良いか悪いかはわからないが、
これからの人生、どうせだったら少し目
標を決めて有意義にすごしたい。

中学校の時から、もう７・８年も経ったということを実感した。
また、中学１年から３年までの間に考え方などが変わって、それが今も続
いているように感じた。
それから、今まで自分の置かれた環境で精一杯過ごせば道は開ける場図
と漠然と思っていたけれど、先生のこれまでの経歴を聞いて、やっぱりそう
なのかと思った。

今回は同年代の人が集まったので当時の流行などが共通していて、思い出話
に花が咲いた。
私にとって中学時代は良くないことが多々あったように感じるが、今となっては
本当にささいなことであったし、笑い話にもなっている。
思春期という大切な時期だったが、きっと今の自分の基礎となるものはこの時
期に形成されたものなんだと、今日の作業を通じて考えた。
今となってはじめて、冷静に当時を振り返れる気がする。

中学生のときが一番不安定な時期だった。反抗期だったので、
親とよくけんかした。
まわりの人の話をきいても皆同じような経験をしていて、中学
校時代が一番いろいろなことを感じとったと思う。

今回のサトーハチローはほんとにユニークな人、個性
的な人だったのですね～。
こんなにすてきな詩をたくさん作られた人が若いとき
からフダつきのワルだったなんて誰が想像したでしょう
か。
ほんとに人生って面白いです。
それから久恒先生の足跡はあとで読んで感想書きま
す。今日もありがとうございました。

先生の自分史のお話をうかがって、やはり様々なことに変化しているので、少し安心しま
した。
でもその中でも「探検」というテーマがあったということが大切なのだとわかりました。
テーマを見つけるのは大変だけれど、今自分の目の前にある事柄をこなしていくことで、
そのテーマが見えてくるという言葉を信じてがむしゃらにがんばってみようと思います。

１

２



中学時代はみんな部活動に熱中しているようだった。
また、この時点ではまだ将来についてもあんまり考えている人はいないよう
だ。
今回の話し合いは男子のみだったので、中学時代の男子はこのような感じ
なのかなぁと思った。
このころから地域ごとの特色が出ているのかなぁとも感じた。

中学校時代には、よくも悪くもたくさんの思い出があっ
た。
周りの人と話してて、その当時やっていたことがどこで
もやってることだとわかり、安心した。

中学時代は３年間と短い期間だったけどいろいろあったなぁと思った。
私の人生の中で一番一生懸命生きていたなぁと思った。
今考えるとたいしたことではなかったけど、あの時はすごく悩んだりし
ていた。
きっと今悩んでいることも数年後にはたいしたことじゃなくなってるん
だろうなぁと思うと楽になる気がする。そして、頑張ったことはいい思
い出になるとそのとき一緒に頑張った友達とのつながりは強いんだ
なと思った。

振り返ってみると私の中学校時代もいい加減で好き
放題やっていたことが改めてわかった。
でも、これらの過去があって、今の自分が存在する
のだから、講義の話の中にもあったように、「今の自
分を信じて」頑張ろうと思った。
今回興味深かったのは、当時の将来の夢で、４人中
４人とも今とは異なる夢をもっていたことだ。
やはり、人生は計画どおりにいかないし、そこが面
白い部分であると感じた。

中学校時代は自分の中でもっともきらいな時代。
でも、他の時代と比べてそこまで変わったかと言うと、外部
環境の影響が大きいだけで、そんなに変わっていないとも
いえる。
信念みたいなものは変わっていない気がする。

他の人の話を聞いて、中学時代に考えていたことを思い出した。
これは何のために学ぶのだろうか、仕事ってどんなものがあるのだ
ろうかという疑問を持っていた気がする。
夢を持たせること。
これが今必要になってくることだと考えた。（ニート対策として）

授業の回数を重ねれば重ねるほど、
自分の人生がうすく何の目標もなく、
のうのうとただ過ごしてきただけのも
のだとわかってきた。
このままじゃだめだということはわか
るが、かといって何をするべきかとい
うこともわからない。

中学校ではいろいろと思
い出に残っていることが
多く思い出しやすかった。
すごくなつかしくなって地
元に帰りたくなった。

自分の過去を振り返ってみて、あらためて自分がどういう人間なのか
わかった気がします。
それで、昔に戻りたいなどとは思わないし、今の自分があるのは昔の
自分があったからなので、考えるのはこれから先どうするかということ
だと思いました。

中学校時代の思い出があまり出てこなかった。
なぜなのかよくわからないが、だんだん大人になる
につれて周囲を一歩はなれて見ている感覚がある。
先生のこれまでの人生について話を聞いてみて、私
もこれまでの講義から同じことを感じた。
つまり、現在から過去を振り返ると、なぜここに今の
自分があるのかということが見つめなおせたからだ。
そういう意味でとてもおもしろかった。
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みんなと話せて楽しかった。今日は話がはずんだ。
中学の時期はみんなおなじように精神的に不安定な時期
だったんだなぁと実感した。
数年後に今の「大学時代」を書き出したとき　、いい思い出
がたくさん書き出せるように、今を一生懸命頑張りたいと
思う。
中学の夢は結局何も行動にうつさないまま今に至っている
ので、夢をかなえられる人になりたいと思った。
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